
（全５枚中の１枚目） 校 種 高・特高 受験番号  

 

④ 高等学校 化学 解答例 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１） 

３点 
イ， オ， キ   ※完全解答  

（２） 

４点 

① 

１点 
オ 

② 

１点 
ケ 

③ 

１点 
キ 

④ 

１点 
ア 

（３） 

３点 

⑤ 

１点 
化合物 

⑥ 

１点 
ＡｇＣｌ 

⑦ 

１点 
Ａｌ(ＯＨ)３ 

（４） 

２点 

ＦｅＳ ⇒

１
２

88ｇ/mol 160ｇ/mol

1.0kｇの石炭中のＦｅＳの含有量（質量百分率）は
16ｇ

160ｇ/mol

≒ 1.8 ％

1.76

Ｆｅ２Ｏ３

×２

×100 ＝
1.0kｇ × 10３

 mol１mol

 × 88ｇ/mol

 

（答）  1.8   ％ 

（１） 

４点 

Ａ 

２点 
２ 

Ｂ 

２点 
ＳｉＯ２  

（２） 

３点 
 ＳｉＯ２ ＋ Ｎａ２ＣＯ３ → Ｎａ２ＳｉＯ３ ＋ ＣＯ２ 

（３） 

３点 
①， ④  ※完全解答   

１０点 

１２点 
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④ 高等学校 化学 解答例 
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（１） 

１３点 

① 

２点 

（例）食酢を５mＬホールピペットで正確にはかり取って 50 mＬメスフラスコに入れ，純水を標線まで

入れて正確に 50 mＬとする。 

② 

２点 

×２ 

（例）空気中の水分を吸収する性質（潮解性）があるため。 

（例）空気中の二酸化炭素を吸収するため。 

③ 

４点 

方法 

２点 
（例）純水でぬれたまま用いてよい。 

理由 

２点 
（例）純水でぬれていても，コニカルビーカー内の酢酸の物質量は変わらないから。 

④ 

１点 

×３ 

（例）目の高さを液面にそろえる。 

（例）液面の最も低いところの値を読む。 

（例）目盛りは最小目盛の 10分の１まで読みとる。 

（２） 

３点 

 市販の食酢中の酢酸のモル濃度をｃ〔mol/Ｌ〕とする。 

１ 10.0 5.05
10 1000 1000

ｃ ＝ 0.707 mol/Ｌ

１価 × ｃ mol/Ｌ × ×

ＣＨ３ＣＯＯＨ ＮａＯＨ

Ｌ ＝ １価 × 0.140 mol/Ｌ × Ｌ

 

 

 

 

（答） 7.07×10－１  mol/Ｌ 

（３） 

３点 

 １cm3＝１mＬなので，1.01ｇ/cm3＝1.01ｇ/mＬとなる。また，ＣＨ３ＣＯＯＨのモル質量は 60ｇ/molであ

る。溶液１Ｌあたりで考えると， 

0.707mol/Ｌ × １Ｌ × 60ｇ/mol

1.01ｇ/mＬ × 1000mＬ
× 100 ＝ 4.20 ％

 

 

 

 

 

（答）   4.20    ％ 

１９点 



（全５枚中の３枚目） 校 種 高・特高 受験番号  

 

④ 高等学校 化学 解答例 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 

６点 

① 

１点 
発熱 

② 

１点 
吸熱 

③ 

１点 
蒸発 

④ 

１点 
ヘスの法則 

⑤ 

１点 
負 

⑥ 

１点 
正 

（２） 

２点 
 

１

２
Ｎ２(気) ＋ 

３

２
Ｈ２(気) ＝ ＮＨ３(気) ＋ 46 kＪ 

（３） 

２点 

（例）求める熱化学方程式は，Ｃ(黒鉛) ＋ 
１

２
Ｏ２(気) ＝ ＣＯ(気) ＋ ｘ kＪ 

問題文より，ＣＯ(気)から１molのＣＯ２(気)が生成するときの反応熱が 283 kＪなので， 

 ＣＯ(気) ＋ 
１

２
Ｏ２(気) ＝ ＣＯ２(気) ＋ 283kＪ ・・・①式 

表１より，ＣＯ２の生成熱は 394 kＪなので， 

 Ｃ(黒鉛) ＋ Ｏ２(気) ＝ ＣＯ２(気) ＋ 394 kＪ ・・・②式 

ヘスの法則より，②式－①式で求める熱化学方程式を導くことができる。 

 ｘ ＝ 394－283 

   ＝ 111 ｋJ 

 

（答）   111    kＪ 

（４） 

４点 

Ｃ２Ｈ４(気)＋３Ｏ２(気)

２Ｃ(黒鉛)＋２Ｈ２(気)＋３Ｏ２(気)

Ｑ

２ＣＯ２(気)＋２Ｈ２(気)＋Ｏ２(気)

２ＣＯ２(気)＋２Ｈ２Ｏ(液)

52 kＪ

 
エ
ネ
ル
ギ
ー

2×286 ＝ 572 kＪ

2×394 ＝ 788 kＪ　

エネルギー図より， 

Ｑ＝788＋572＋52 

 ＝1412 kＪ 

                                 Ｑの値 （答）  1412     

（５） 

２点 
Ｃ２Ｈ４(気) ＝ ２Ｃ(気) ＋ ４Ｈ(気) － 2363 kＪ 

１６点 

※エネルギー図 ２点 

 Ｑの値    ２点 



（全５枚中の４枚目） 校 種 高・特高 受験番号  

 

④ 高等学校 化学 解答例 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１） 

７点 

① 

１点 
静電気（クーロン） 

② 

１点 
４ 

③ 

１点 
４ 

④ 

１点 
６ 

⑤ 

１点 
八 

⑥ 

１点 
配位数 

⑦ 

１点 
面心  

（２） 

２点 

(0.56×10－６)３ ｍ３

(0.56×10
－９

)
３
 ｍ

３ 4.0×10
９
 個４個 ×Ｃｌ

－
： ＝

 

 

 

 

（答）   4.0×10９   個  

（３） 

２点 

ＮａＣｌのモル質量は 58.5ｇ/mol，また単位格子には，Ｎａ＋，Ｃｌ－がいずれも４個ずつ含まれることか

ら，密度は，  

58.5ｇ/mol

6.0×10
23
個/mol 58.5×４

(5.6×10
－８

)
３
 cｍ

３
176×10

－24
×6.0×10

23

＝ 2.21…

≒ 2.2 ｇ/cｍ
３

＝

× ４個

 

（答）   2.2    ｇ/cｍ３ 

（４） 

２点 

×２ 
 

 

 

（５） 

３点 

 Ｃｌ－は面心立方格子の配置をとっており，単位格子はＡＢＣの切断面に平行に４層が積み重なった構造

になっている。単位格子の一辺の長さをｌ，体対角線をＬ，層間の距離をｄとすると， 

ｄ ＝ 
Ｌ

３
 ＝ 

√３ｌ

３
 

上記のＣｌ－の層と層の間に，Ｄを含むＮａ＋の層が位置する。したがって，２つの面の最短距離は， 

ｄ

２
 ＝ 

√３ｌ

３
 × 

１

２
 

1.73×0.56

３×２

＝ 0.161…
≒ 0.16 nｍ

＝

 

 

（答）   0.16    nｍ 

Ａ Ｃ 

Ｂ 

Ｄ 

１８点 



（全５枚中の５枚目） 校 種 高・特高 受験番号  

 

④ 高等学校 化学 解答例 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

（１） 

４点 

Ａ 

１点 
Ｃ６Ｈ１２Ｏ 

Ｂ 

１点 
Ｃ７Ｈ１６ 

Ｃ 

１点 
Ｃ４Ｈ４Ｏ３ 

Ｄ 

１点 
Ｃ５Ｈ８Ｏ２ 

（２） 

１０点 

Ａ ２点 

 

 

Ｂ ２点 

 

 

Ｃ ２点 

 

Ｄ ２点 

 

 

Ｈ ２点 

 

（３） 

２点  

（４） 

４点 

記号 

１点 
Ｂ  

理由 

３点 

(例) Ａ は ヒ ド ロ キ シ 基 を も ち ， 分 子 間 で 水 

素 結 合 が は た ら く が ， Ｂ は ア ル カ ン で ， 

水 素 結 合 が は た ら か な い か ら 。  

① 

１点 
ウ 

② 

１点 
エ 

③ 

１点 
コ 

④ 

１点 
キ 

⑤ 

１点 
ス 

５点 

２０点 


